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糖尿病治療薬、デバイスなどの進歩
→個々の患者さんに合った治療が可能に



内分泌疾患
u外科治療を要する疾患
⇒消化器外科、脳神経外科、
泌尿器外科、乳腺甲状腺
内分泌外科、放射線科
などとの綿密な連携

u診断・治療の進歩



病棟診療



病棟診療体制

u主に卒後1〜3年⽬︓受持ち医（2〜4名程度）
u主に卒後4〜7年⽬︓副主治医（3〜4名程度現在は6名）
uスタッフの先⽣︓主治医
u糖尿病、内分泌を問わず幅広く症例を担当
主治医/副主治医/受持ち医によるチーム診療
チーム内/回診でのディスカッション
⇒病態の評価、診断、治療



⼊院症例
u茨城県全地域からの紹介
⇒⼀般的な疾患から難治疾患まで幅広い症例

u糖尿病
u2型糖尿病が中⼼、1型糖尿病、⼆次性糖尿病（肝疾患/膵疾患/
内分泌疾患)、妊娠糖尿病・糖尿病合併妊娠など

u内分泌疾患
u下垂体/甲状腺/副甲状腺/膵臓/副腎疾患など多彩
u負荷試験、内科的治療、静脈サンプリング検査が中⼼

u⾼⾎圧症、脂質異常症、痛⾵、肥満症、メタボリックシンド
ローム



⼊院の内訳
u 1週間あたり10名前後
u年間⼊院患者は456名
（2018/1/1〜12/31）



とある週の⼊院患者
u 11⼈⼊院（通常通りか少し多めかなという印象）→中持3-5⼈程度で割る

u 2型糖尿病 通常の教育⼊院（初回教育 or コントロール悪化） 6⼈
u 2型糖尿病 術前⾎糖コントロール⼊院 1⼈
u 1型糖尿病ケトーシス 1⼈
u 原発性アルドステロン症疑い負荷試験診断⽬的 1⼈
u 原発性アルドステロン症副腎静脈サンプリング(放射線診断科が施⾏) 1⼈
u 下垂体機能低下症 負荷試験診断⽬的 1⼈
u 副腎腫瘍ホルモン評価 1⼈



たまに⼊ってくる患者

u 緊急⼊院（⽉数⼈くらい On call医がみる）︓
uDKA・HHS・糖尿病シックデイ、重症低⾎糖、甲状腺ク
リーゼ、副腎不全シックデイ、電解質異常など

uバイタル異常がありICU⼊院の場合は救急科主科で併診す
る場合が多い

u 定時⼊院︓
uCushing症候群、褐⾊細胞腫、先端巨⼤症等の診断⽬的
u1型糖尿病インスリンポンプ導⼊、糖尿病合併妊娠
uインスリノーマ、カルシウム・リン代謝異常 etc…



オンコール/併診対応
u他科⼊院中の患者さんの診断/治療依頼

u⾎糖コントロール
― 周術期管理/ステロイド糖尿病など

u内分泌疾患の診断・治療・周術期管理
ー下垂体/甲状腺/副腎疾患など

u電解質異常
u1⼈あたり5〜15名程度担当



教授回診
u毎週⽔曜
u⼊院症例の検討
u負荷試験の結果報告 など
u各プロブレムに対する細かなディスカッション
→⼤変ですが⾮常に勉強になります



糖尿病教室
u⼊院/外来患者さん対象
の講義（30〜60分/回）

uレジデントは
シックデイ・合併症
を担当

コロナ禍のため現在はビ
デオ講義のみ



外来診療



関連病院での外来（外勤）

u卒後4年⽬〜、週1回半⽇〜1⽇程度
uいちはら病院、霞ヶ浦医療センター、⿓ケ崎済⽣会病院、
みほクリニックなど

u糖尿病含めた⽣活習慣病のフォローアップや甲状腺中⼼
u病院によっては内分泌疾患の診断治療依頼も



⼤学での外来
u卒後4年⽬〜週1回（午後が多い）
u初診外来

u⾎糖コントロール、内分泌疾患の診断治療依頼など
u甲状腺疾患も多い

u再診外来
u主診/併診患者さんの退院後フォローアップが中⼼



他科と⽐較した内分泌代謝内科臨床の
特徴（私⾒）

u専⾨診療はもちろん、他領域のプロブレムも放置することなく
評価（全部⾃分達でやるわけではなく、適切に他科と連携）

u⼿術のような派⼿さはないが改善している患者の予後は⼤きい
u予防医療の要素が強く、患者さんは元気な⼈が多い
u他の診療科から頼られることも、頼ることも多い
u薬剤だけでなく、患者の⽣活を考慮した治療調整が必要（栄養
⼠や看護師などの⼿助けを借りて診療）



各種カンファレンス



臨床カンファレンス
u⽉1〜2回、毎週⽉曜
u稀少症例、
診断に難渋した症例 などの検討会

u論⽂検索、指導医の指導などを経て発表
uカンファレンス症例を学会発表することも



下垂体カンファレンス
u2016年下半期〜⽉1回程度、不定期
u脳神経外科の先⽣と合同で
u外科から︓下垂体疾患の術前後の症例提⽰
u内科から︓負荷試験結果の報告など
⇒下垂体疾患診療でのスムーズな連携



糖尿病カンファレンス
u毎週⽔曜午後
u多職種で
（医師、看護師、理学療法⼠、管理栄養⼠など）
u患者さんの⼼理状態や理解度、社会的要因を踏まえ、
退院後の治療・⽣活を⾒据えたディスカッション



1週間の主な予定（個別に異なる部分あり）

各種業務
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休⽇について
uオンコールありの休⽇は⽉3-4⽇
u完全なオフは⽉4-5⽇
u休み希望を出すことは可能



市中病院での研修

u ⽔⼾協同病院 u 茨城県⽴中央病院（笠間市）

u⼊院は糖尿病が中⼼
u外来・救急外来への⽐重が重め



その他の活動



学会発表
u⽇本糖尿病学会

u学術総会
u関東地⽅会

u⽇本内分泌学会
u学術総会
u臨床内分泌代謝Update
u関東地⽅会

u ⽇本動脈硬化学会 など



世界糖尿病デー



是⾮お待ちしています︕︕


